
円

円周角と中心角(1)

1

１つの弧に対する円周角は、その弧に対する中心角の半分である。
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次の図で、∠xの大きさを求めなさい。
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円

円周角と中心角(2)

1

１つの弧に対する円周角は、すべて等しい。

∠ＡＰＢ＝∠ＡＱＢ
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次の図で、∠xの大きさを求めなさい。
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2 次の図で、∠x、∠yの大きさを求めなさい。
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円

円周角と中心角(3)

1

半円の弧に対する円周角は90°である。
（グーレスの定理） P

A B

(1) (2)

次の図で、∠xの大きさを求めなさい。
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2 次の図で、４点Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは円Ｏの円周上の点で、Ａ、Ｂは円Ｏの直径である。

また、Ｂを通り弦ＣＤに垂直な直線をひき、弦ＣＤとの交点をＥ、円周との交点
をＦとする。このとき△ＢＥＤ　　△ＢＣＡであることを証明しなさい。Ｓ
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仮定より、∠ＢＥＤ＝90°　　　　
また、半円の弧に対する円周角は90°なので、

　　　　　∠ＢＣＡ＝90°　　　　
したがって、∠ＢＥＤ＝∠ＢＣＡ…①

また、１つの弧に対する円周角は全て等しいので、

∠ＣＡＢ＝∠ＣＤＢ　　　　　　…②
①、②より、２組の角がそれぞれ等しいので、
△ＢＥＤ　　△ＢＣＡＳ
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円

等しい弧と円周角

1

１つの円において、

　　　①等しい弧に対する円周角は等しい。

　　　②等しい円周角に対する弧は等しい。
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次の図で、ＡＢ＝ＢＣ＝ＣＤのとき、∠x、∠yの大きさを求めなさい。
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2 次の図で、ＡＢ＝ＢＣ＝ＣＤのとき、∠ＡＦＣ＝40°であるとき、∠ＡＦＢと
∠ＡＥＤの大きさを求めなさい。
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3 次の図において、ＡＣ＝ＢＤであるとき、ＡＢ　ＣＤであることを証明しなさい。
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１つの円において、等しい弧に対する円周角は等しいので、

∠ＢＡＤ＝∠ＣＤＡ

∠ＢＡＤと∠ＣＤＡは錯角になるので、

ＡＢ　ＣＤ



円

円周角と図形の証明

1 次の図のように、円Ｏの２つの弦ＡＣ、ＢＤの交点をＥとするとき、以下の問いに
答えなさい。

（１）△ＡＢＥ　　△ＤＣＥであることを証明しなさい。
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2 次の図のように、円Ｏの円周上に４点Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄがある。ＢＣ＝ＣＤであるとき、
△ＡＢＣ　　△ＡＰＤになることを証明しなさい。
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（２）ＡＢ＝１２㎝、ＡＥ＝１０㎝、ＣＤ＝１８㎝のとき、線分ＤＥの長さを求めなさい。
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１つの弧に対する円周角は全て等しいので、

∠ＡＢＥ＝∠ＤＣＥ　　　　　　…①
対頂角は等しいので、　　　　
∠ＡＥＢ＝∠ＤＥＣ　　　　　　…②

①、②より、２組の角がそれぞれ等しいので、
△ＡＢＥ　　△ＤＣＥＳ

ＡＢ：ＣＤ＝１２：１８＝２：３

ＡＥ：ＤＥ＝２：３＝１０：x

x＝１５

１つの弧に対する円周角は全て等しいので、

∠ＢＣＡ＝∠ＢＤＡ　　　　　　…①
等しい弧に対する円周角は等しいので、　　　　
∠ＢＡＣ＝∠ＣＡＤ　　　　　　…②

①、②より、２組の角がそれぞれ等しいので、
△ＡＢＣ　　△ＡＰＤＳ

１５㎝
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円周角の定理の逆

1

２点Ｐ、Ｑが直線ＡＢについて同じ側にあるとき、

　∠ＡＰＢ＝∠ＡＱＢならば、

４点Ａ、Ｐ、Ｑ、Ｂは１つの円周上にある。
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次の図で、４点Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは同じ円周上にあるといえますか。
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2 次の図で、４点Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄが同じ円周上にあるためには、∠xの大きさが何度で
あればよいか求めなさい。
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円

円周角の定理の活用

1 次の図の円は、中心がわかっていない。三角定規などの直角を使って、この円の
中心を求めなさい。
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2 次の図において、点Ｐを通る円Ｏの接線を作図しなさい。
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3 次の図において、ＰＡ、ＰＢは円の接線であり、点Ａ、Ｂはその接点である。

∠ＡＣＢ＝70°のとき、∠xの大きさを求めなさい。
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